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Digital Twin は物理空間と仮想空間の双子を意味し，物理的に作用可能なリアル空間と演算
可能なデジタル空間とをセンサー等で得られたデータで接続する．車両等が走行中に取得し

た画像に座標情報を付加したジオタグ付き写真データには標識等さまざまな情報が含まれ

る．地図上にデジタルツインされたこれら情報は自動運転社会において必要となる．本研究

では言語モデル大規模言語モデル(LLM: Large Language Model) を用いたチャットボットで
あるChatGPTに着目し，画像から規制方向を推定可能か検証した．

"Digital Twin" refers to the pairing of a physical space with a virtual space, linking a real-
world environment that can be physically acted upon with a digital environment that can
be computationally manipulated using data gathered from sensors and other devices.
Geotagged photo data, which add coordinate information to images captured by vehicles
and similar sources in transit, contain various types of information such as signage. These
pieces of information, digitally twinned on a map, are essential in an autonomous driving
society. In this study, we focus on ChatGPT, a chatbot powered by a large language model
(LLM), to verify whether it can estimate regulatory directions from images.
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ChatGPTを用いた標識が示す規制方向の推定 

八千代エンジニヤリング  正会員 ○高橋 悠太 

 

１．背景 

Digital Twin は物理空間と仮想空間の双子を意味

し，物理的に作用可能なリアル空間と演算可能なデ

ジタル空間とをセンサー等で得られたデータで接続

する 1)．車両等が走行中に取得した画像に座標情報

を付加したジオタグ付き写真データには標識等さま

ざまな情報が含まれる．地図上にデジタルツインさ

れたこれら情報は自動運転社会において必要となる． 

先行研究 2)では画像検知モデルを用いて Google 

Street View の画像で標識を検知し，日本道路交通情

報センター(JARTIC)が公開する交通規制情報 3）と照

合することで公開されている規制情報の不足がない

か検証している．標識検知に成功しても，規制方向を

推定する際に誤った方向を規制したことから，過剰

に規制範囲が推定されるといった課題があった．本

研究では言語モデル大規模言語モデル(LLM: Large 

Language Model) を用いたチャットボットである

ChatGPT 4）に着目し，画像から規制方向を推定可能

か検証した．本研究では Google Street View で得られ

るジオタグ付き写真データの内，先行研究で規制方

向の推定が困難であった交差点について，画像から

規制方向が推定できるか検証する． 

２．実験手順 

ジオタグ付き写真データから大型車両規制に関連

する標識 (大型貨物自動車等通行止め) を検知し，規

制方向の推定が可能か検証する．規制方向の Ground 

Truth については JARTICのデータを用いる． 

図-1 に交差点について取得した画像を示す．画像

は実験を簡便にするため，道路が伸びている方向が

すべて入るようにしたうえで任意のサイズで切り出

した．交差点については先行研究において画角から

標識が直進方向に誤推定された場合について採用し

た．画面左に標識が 1 つで，規制方向も左折側に規

制がある．ChatGPTのモデルはOpenAI o1を使用し，

有料版である ChatGPT Plus環境で検証を行った． 

３．結果と考察 

規制方向を推定するプロンプトを図-2 に示す．正

しい規制方向は左折側になる．標識の内容について

は正確に検知できていないと考えられるが，規制方

向の推定には標識位置から論理的に推定し，成功し

ている．標識の周囲を拡大して示し(図-3)，規制内容

を示すように指示すると，正確に回答できているこ

とが分かる． 

各交差点に対する規制方向の推定結果は成功し，

その条件となるプロンプトについてもかなり簡略化

できることが確認された．検証では標識の内容を推

定できていないことがあったが，画像を拡大するこ

とで推定可能となった．これは ChatGPT に入力する

際に画像が圧縮され，標識の情報が潰れてしまった

ことが示唆される．拡大処理を自動的に行うことは

ChatGPT のみでは困難であるが，先行研究で用いら

れるような検知モデルで標識を検知し，検知された

Bounding Box 付近の画像を抜き出すといった処理で

実現可能と考えられる． 

 

 
図-1 対象となる交差点 
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図-2 規制方向を推定するプロンプト 

 

 
図-3 標識を拡大した画像を基に標識の内容を推定した結果 

 

４．まとめと今後の課題 

本研究では ChatGPT にジオタグ付き写真データの

一部を切り出して示し，標識が示す規制方向を推定

可能か検証した．先行研究と比較し，アルゴリズムや

条件などを設定せず，ChatGPT の持つ知識によって

規制方向が推定可能であった．ただし，画像が圧縮さ

れることで標識内容が読み取れないことがあったた

め，検知モデルとの組み合わせるなどで標識付近の

拡大画像を得る必要があると分かった． 

今後の検討として，先行研究のシステムとの統合

や他の交差点での適用，より安価で軽量なオープン

モデルでの検証が考えられる  
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